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Ⅰ．事務所の概要

昭和３４年 ４月 紀南国道工事事務所を設置
昭和４３年 ４月 田辺国道維持出張所、新宮国道維持出張所を設置
昭和４５年 ４月 新宮川出張所を設置、紀南工事事務所に名称変更
昭和６０年 １月 紀南工事事務所が田辺市中万呂（現在地）に移転
昭和６１年 ４月 串本国道維持出張所を設置
平成１５年 ４月 紀南河川国道事務所に名称変更
平成２１年 ４月 紀勢線出張所を設置
令和 ５年 ４月 新宮川出張所、新宮国道維持出張所を廃止し、新宮河川国道維持出張所を設置

（１）事務所の沿革
１）事務所の沿革

（２）概要等
紀南河川国道事務所は、治水事業と道路事業を所掌しており、治水事業は熊野川・相野谷川・市田川の改修、維持修繕及び管理業務を実施、

道路事業は近畿自動車道紀勢線新直轄区間と国道４２号の改築、維持修繕及び管理業務、国道１６９号の一部を県の権限代行として一次改築事
業を行っている。
治水事業の管理区間は、熊野川本川河口より５㎞（右岸新宮市、左岸三重県南牟婁郡紀宝町）と左支川相野谷川の５.７㎞（紀宝町）及び右支

川市田川の２㎞（新宮市）で、直轄管理区間延長は１２．７㎞である。
道路担当区間は、国道４２号（静岡県浜松市～和歌山県和歌山市）のうち、三重県南牟婁郡紀宝町成川～和歌山県御坊市湯川町大字富安間の

１５５．１㎞（実管理延長２０９．９㎞）及び国道１６９号（奈良市～新宮市）のうち和歌山県東牟婁郡北山村下尾井～北山村小松間の約３.４
㎞である。

昭和４５年 ４月 一級河川指定 熊野川本川（5.0km）直轄管理区間に編入
新宮川水系工事実施基本計画策定

昭和４６年 ４月 支川相野谷川（6.5km）直轄管理区間に編入
昭和４７年 ５月 支川市田川（2.0km）直轄管理区間に編入
昭和５４年 相野谷川捷水路事業に着手
昭和５７年 激甚災害特定事業として市田川水門・市田川排水機場整備に着手
昭和６２年 ３月 市田川水門および市田川排水機場完成
昭和６３年 鮒田水門改築事業に着手
平成 ４年 市田川浄化事業に着手
平成 ８年 ３月 相野谷川捷水路事業概成、鮒田水門完成
平成 ９年 市田川排水機場増設に着手
平成１２年 ３月 市田川浄化事業完成、市田川排水機場増設完成
平成１３年 相野谷川水防災対策特定河川事業として輪中堤等の整備に着手
平成１５年 あけぼの地区高潮堤整備完成
平成１６年 相筋地区堤防強化事業に着手
平成１７年 相野谷川排水機場整備に着手
平成１８年 相野谷川土地利用一体型水防災事業として宅地嵩上げに着手
平成１９年 矢渕地区高潮堤整備事業に着手
平成１９年 ７月 相野谷川排水機場完成
平成２０年 相野谷川水防災事業完了
平成２０年 ６月 新宮川水系河川整備計画基本方針策定
平成２３年 河川激甚災害対策特別緊急事業に着手
平成２８年 河川激甚災害対策特別緊急事業完了
平成２９年 ３月 緊急対策特定区間を設定
令和 ３年１０月 新宮川水系河川整備基本方針を変更
令和 ４年 ３月 新宮川水系(熊野川)河川整備計画策定

緊急対策特定区間事業完了

２）河川事業の経緯

３）道路事業の経緯
昭和３４年 ４月 国道４２号一次改築に着手
昭和４０年 ４月 管理を和歌山工事事務所と和歌山県に分割
昭和４３年 ６月 和歌山県管理分を紀南工事事務所に移管
昭和４４年 ４月 和歌山工事事務所管理分（田辺市芳養町まで）を紀南工事事務所に移管
昭和４４年 ７月 一次改築完了
昭和４７年 ４月 二次改築事業に着手
平成 ６年 ３月 国道４２号広角道路全線開通
平成 ７年 ３月 国道４２号田辺バイパス新設道路区間全線開通
平成 ８年 ７月 国道１６９号奥瀞道路東牟婁郡北山村小松～奈良県吉野郡十津川村神下間（延長3.7km）の一次改築を完了
平成 ９年 ３月 国道４２号日置川道路全線開通
平成１１年 ９月 国道４２号新宮市三輪崎地区で一部付替（延長0.6km）が完了（事前通行規制区間0.5kmが解除）
平成１２年 ３月 国道４２号田辺バイパス新設道路区間全線４車線化完了
平成１２年１２月 国道４２号天満トンネル開削事業完了
平成１６年 ３月 国道４２号田辺バイパス田鶴交差点立体化事業（延長0.8km）完了

国道１６９号葛川大橋を含む一部区間（延長0.4km）完了
平成１９年 ４月 国道４２号田辺バイパス田鶴トンネル開削事業完了
平成１９年１１月 国道４２号田辺西バイパス南紀田辺ＩＣ接続部（延長0.6km）完了
平成２０年 ３月 国道４２号那智勝浦道路和歌山県新宮市三輪崎～那智勝浦ＩＣ間（延長8.9km）完了
平成２０年 ７月 国道１６９号奥瀞道路(Ⅰ期)和歌山県東牟婁郡北山村小松～和歌山県新宮市熊野川町玉置口間（延長6.3km）完了
平成２１年 ３月 国道４２号田辺バイパス田辺市田鶴～西牟婁郡上富田町峠間（延長0.3km）完了
平成２４年 １月 国道４２号紀宝町成川地区の一部を紀勢国道事務所へ移管
平成２５年 ４月 国道４２号新宮紀宝道路和歌山県新宮市あけぼの～三重県南牟婁郡紀宝町神内(延長2.4km) 新規事業化
平成２６年 ３月 国道４２号田辺西バイパス田辺市稲成町～芳養町清地路間（延長1.6km）完了
平成２６年 ４月 国道４２号すさみ串本道路和歌山県東牟婁郡串本町サンゴ台～西牟婁郡すさみ町江住（延長19.2km）新規事業化
平成２７年 ７月 紀勢自動車道(田辺～すさみ)南紀田辺ＩＣ～南紀白浜ＩＣ間（延長14km）完了
平成２７年 ８月 紀勢自動車道(田辺～すさみ)南紀白浜ＩＣ～すさみ南ＩＣ間（延長24km）完了
平成２７年 ９月 国道４２号那智勝浦道路那智勝浦ＩＣ～和歌山県東牟婁郡那智勝浦町市屋間（延長6.3km）完了

国道１６９号奥瀞道路(Ⅱ期)和歌山県新宮市熊野川町玉置口～和歌山県新宮市熊野川町九重間（延長5.2km）完了
平成２８年 ４月 国道１６９号奥瀞道路(Ⅲ期)和歌山県東牟婁郡那北山村下尾井～和歌山県東牟婁郡北山村小松（延長3.4km）新規事業化
平成３０年 ４月 国道４２号串本太地道路和歌山県東牟婁郡那智勝浦町八尺鏡野～串本町鬮野川（延長18.4km）新規事業化
平成３１年 ４月 国道４２号新宮道路和歌山県新宮市あけぼの～和歌山県新宮市三輪崎（延長4.8km）新規事業化
令和 ４年 ３月 国道４２号田辺西バイパス田辺市芳養町清地路（芳養松原二丁目）～同町大屋間（延長1.6km）完了
令和 ４年 ４月 国道４２号田辺市稲成町字新江原から芳養町字サビを和歌山県に移管
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（３）事務所の組織
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２）道路
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Ⅱ．河川事業

熊野川河川改修事業は、昭和34年9月の伊勢湾台風を契機に計画高水流量を19,000m3/sとして、

昭和35年に和歌山県、昭和36年に三重県が小規模改修事業に着手しました。その後、昭和45年4月に新

宮川水系が一級水系指定され、河口から5kmの間を直轄管理区間として、同年に新宮川水系工事実施基

本計画を策定しました。また、支川相野谷川は、昭和46年4月に熊野川合流点により6.5kmの間（捷水

路事業により現在は5.7km）、支川市田川は昭和47年5月に、熊野川合流点より2kmの間が相次いで直轄

管理区間となっています。

支川相野谷川については、平成13年度より水防災対策特定河川事業として輪中堤等による浸水対策

事業に着手し、平成17年度には、3地区の輪中堤が概成しました。平成18年度からは、引き続き土地利

用一体型水防災事業として、宅地嵩上げを実施し、平成20年度に完了しました。

平成20年6月には、平成9年の河川法改正を踏まえ、新宮川水系河川整備基本方針を策定しました。

平成23年9月台風12号による紀伊半島大水害では、熊野川本川及び支川相野谷川の氾濫により426ha、

3,322戸が浸水し、相賀地点の 高水位が19.60mを記録する既往 大の洪水となりました。これを契機

に、平成23年から河川激甚災害対策特別緊急事業に着手し河道掘削や堤防かさ上げ等を、平成29年か

らは緊急対策特定区間に指定し河道掘削等を実施することで、平成23年9月洪水に相当する流量でも堤

防から越水を防止するための再度災害防止対策を令和3年度に完了しました。

平成24年7月には河川管理者、ダム管理者、市町村等といった流域の関係者間で緊密な連携を図り、

治水対策を推進することを目的とした「熊野川の総合的な治水対策協議会」を設立し、令和2年5月に

は新宮川水系の河川管理者、ダム管理者及び関係利水者による「新宮川水系治水協定」を締結し、さ

らに、令和3年9月には「新宮川水系ダム洪水調節機能協議会」を設置し、水系内の全ての利水ダムに

おいて、事前放流を推進しています。

気候変動の影響による水害の激甚化・頻発化を踏まえ、令和3年3月に「新宮川水系流域治水プロ

ジェクト」を策定し、河川整備に加えあらゆる関係者が協働する流域全体で水害を軽減させる治水対

策「流域治水」を推進しています。

令和3年10月には、気候変動の影響による降雨量の増大を考慮し、流域治水の観点も踏まえ、全国に

先駆けて新宮川水系河川整備基本方針を見直し、続く令和4年3月には新宮川水系(熊野川)河川整備計

画を策定しました。

令和5年度は、新宮川水系(熊野川)河川整備計画に基づき、河道掘削、耐震対策等を実施します。
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令和５年度施工

▲鮒田水門耐震補強

河道掘削

令和5年度は、熊野川本川では河道掘削、相野谷川では鮒田水門の耐震補強を実施します。

（１）河川事業

１）一般改修事業

令和5年度に実施する事業の概要は次のとおりです。

6

水門耐震補強

バックホウ浚渫船

▲熊野川河道掘削

鮒田



２）河川維持修繕事業

平成31年3月に「熊野川維持管理計画」を更新し、それに基づき日々の河川維持管理に取り組むと

ともに、これら日々の河川維持管理を評価し、より効果的・効率的な河川維持管理に努めます。

また、洪水発生時に備え、日々の河川巡視、河川管理施設の点検を行うとともに、損傷箇所の迅速

かつ計画な補修を実施します。

②河川管理施設（堤防、排水機場、水門、樋門等）の点検

①河川敷地の管理

河川巡視により、河川区域内

の利用状況、不法行為の確認

などの状況把握を行い、河川敷

地の適正な管理を実施します。

河川巡視(陸上巡視、水上巡視)

洪水に備えて、河川管理施設の機能が確実に発揮できるように、定期的に点検を行い

ます。

また、洪水発生後における河川管理施設の損傷等を迅速に把握するため、洪水後速やかに巡視

・点検を行います。

樋門の点検水位センサーの点検 排水機場の点検

③河川管理施設の補修

河川管理施設の損傷を発見した

際には緊急的に補修し、確実に機

能が発揮出来るよう対策等を行いま

す。今後も、施設の健全度等を確認

し、計画的に補修等を行います。

堤防補修

護岸の補修

補修後

相野谷川排水機場ポンプ修繕
7

補修後



３）ソフト施策

計画を上回るような洪水による被害を最小限にとどめるよう、効果的な状況把握と情報伝達、住民
の避難行動に繋がるような各種ソフト対策を積極的に推進します。

①タイムライン（事前防災行動計画）

台風接近に先立ち、事前に関係機関が連携し、管理施設の点検や内水浸水に備えた
排水ポンプ車の配置調整・事前準備を行うと共に、台風による水位上昇量の見通しをテレ
ビ会議を活用し、自治体に伝えるなど、住民避難に繋がるような情報共有を行います。

新宮市との連携

新宮市長

紀宝町タイムライン連携会議

排水ポンプ車設置訓練

排水ポンプ車配備状況（紀宝町）

浸水発生の可能性がある場合に、速やかに機械の設置が出来るよう、自治体と協同
で訓練を実施します。

成川地区版タイムライン作成会議

自治体からの避難指示発令に関わらず、住民がどの
ように考え、避難行動を取るのかを住民主導で考え、行
動計画としてまとめた「地区版タイムライン」を令和元年
度に作成しました。

今後は、「地区版タイムライン」運用にあたっての更新
を支援します。

（地区版タイムライン）

排水ポンプ車配備状況（新宮市）

8
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③新宮川水系流域治水プロジェクト

水位や雨量などの河川管理上の情報を住民の方にリアルタイムで届くよう、

Twitterを活用し、情報を配信しています。

一定の降雨量や急な水位情報がある場合は365日24h自動配信しています。

自治体教育委員会と連携し、防災力向上のための授業を実施しています。

生徒自身が防災行動を考え、自由に発言してもらうことで、地域の避難行動の率先者を育成します。

新宮市立熊野川中学校での授業風景（R2.12）

④SNSによる情報配信

⑤防災授業・出前講座

水
位
情
報

降
雨
情
報

ツイッター画面

第6回熊野川減災協議会 ＜R1.9.4＞

②熊野川減災協議会

■構成機関（減災協議会）
新宮市、田辺市、北山村、紀宝町、熊野市、
和歌山地方気象台、津地方気象台、
和歌山県、三重県、紀南河川国道事務所

「施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」との考えに立ち、社会全体で洪水に備えるため、
平成27年12月に「水防災意識社会 再構築ビジョン」が策定され、熊野川においても「熊野川減災協議会」
を設立しました。

平成28年7月に防災・減災社会の実現に向け、5年間で達成すべき目標を定めた取組方針を決定し、令
和元年9月、令和4年3月に取組方針を改定しました。

今後も取組方針と市田川流域大規模浸水対策計画の実施状況のフォローアップを行います。

9

令和2年9月に「熊野川流域治水協議会」を設立し、令和3年4月に
「新宮川水系流域治水プロジェクト」を策定しました。

今後も対策の実施状況のフォローアップや流域のあらゆる関係者
との相互連携を図り、流域治水の推進に取り組みます。

■構成機関（流域治水協議会）
熊野市、紀宝町、五條市、天川村、野迫川村、十津川村、下北山村、
上北山村、田辺市、 新宮市、北山村、三重県、奈良県、和歌山県、
近畿農政局、近畿中国森林管理局、紀南河川国道事務所、
紀の川ダム統合管理事務所、紀伊山系砂防事務所、
森林研究・整備機構森林整備センター



Ⅲ．改築道路事業

紀南河川国道事務所管内の一般国道42号は、昭和34年に一次改築に着手し、昭和44年に完成

しました。しかし、急峻な地形を通っているため、急傾斜が多く土砂崩落の危険性がある箇所

が連続しており、異常気象時の通行規制区間が、実管理延長(209.9km）の約3分の1（68.3km）

もあります。また、線形の厳しい箇所や災害リスクの高い箇所が多く、巨大地震発生時には津

波により当該地域唯一の幹線道路である一般国道42号は浸水し、橋梁など道路施設に重大な損

傷が懸念され、通行不能箇所の発生が予測されることから、安定した交通を確保するための道

路整備が必要となっています。

近畿自動車道紀勢線は、大阪府松原市を起点とし、和歌山県和歌山市及び田辺市等を経由し、

三重県多気郡多気町に至る延長約340kmの高規格幹線道路です。

このうち、京阪神と紀南地域を結ぶ高速ネットワークの一部を形成し、広域連携強化、災害

時の交通確保、地域の活性化、交通環境の改善を目的に国土開発幹線自動車道として、平成17

年度までに新直轄方式で事業を行うことが決定された紀勢線（田辺～すさみ）［延長39.4km］

について、平成27年7月に南紀田辺ＩＣ～南紀白浜ＩＣ間(延長14.4ｋｍ)を、平成27年8月に

南紀白浜ＩＣ～すさみ南ＩＣ間(延長25ｋｍ)を、それぞれ暫定2車線で開通しました。

一般国道42号の二次改築事業として、南紀田辺ＩＣへのアクセス道路としての役割を担うと

ともに田辺市街の交通混雑の緩和を目的に整備を進めていた田辺西バイパス［延長3.8km］は、

令和4年3月に全線が開通しました。

また、新宮市街および一般国道42号熊野大橋、新熊野大橋における交通混雑の緩和、災害時

の代替機能の確保を目的として、新宮道路［延長4.8km］・新宮紀宝道路［延長2.4km］を推進

します。一般国道42号の異常気象時通行規制区間の解消、防災・災害時の代替路及び、安心・

安全な医療機関へのアクセス性の確保を目的として、すさみ串本道路［延長19.2km］・

串本太地道路［延長18.4km］を推進します。

さらに、直轄権限代行により一般国道169号の一次改築事業として、異常気象時通行規制区

間及び、幅員狭小、線形不良区間を解消し、災害に強いネットワークを形成、孤立集落の解消

を目的として、奥瀞道路(Ⅲ期)［延長3.4km］を推進します。

きん き じ どう しゃ どう き せいせん た なべ

み え

わ か やまおおさか まつばら

た き た き ちょう

わ か やま

しんぐう

なん き た なべ

た なべ にし

しんぐう き ほう

くま の おおはし しん くま の おおはし

くし もと

た なべ

た なべ

おく どろ

くし もと たいじ

しんぐう

なん き た なべ なん き しらはま

き せいせん

なんき しらはま

10



至

新
宮
市

至

和
歌
山
市

すさみ串本道路 19.2km
紀勢自動車道

(田辺～すさみ)
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串本太地道路

異常気象時通行規制区間 1.6㎞
連続雨量250mmで通行止

串本町

古座川町

すさみ町

すさみ串本道路は、一般国道42号の和歌山県東牟婁郡串本町サンゴ台～同県西牟婁郡すさ

み町江住間を結ぶ延長19.2kmの自動車専用道路で、異常気象時通行規制区間の解消、防災・

災害時の代替路確保を主な目的としています。

平成26年度に事業化し、令和5年度は環境調査、水文調査、道路設計、公共移設補償、

改良工事、橋梁上下部工事、高架橋上下部工事、トンネル工事を推進します。

１）すさみ串本道路（令和７年春全線開通予定）
ひがし む ろ くし もと ちょう にし む ろ

▲並行する国道42号
【台風による越波状況】

▲並行する国道42号
【線形の厳しい箇所】

②

①

標準断面図

②

（１）改築事業関係

令和5年度に実施する事業の概要は次のとおりです。

くし もと

ちょう え すみ

だい

だ
い

すさみ南IC
和深IC
（仮称） 串本IC

（仮称）

至

和
歌
山
市

わ

か
や
ま

至

新
宮
市

し
ん
ぐ
う

令和７年春全線開通予定
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２）串本太地道路

（単位:m） （単位:m）

1.75 3.5 3.51.5 1.75

12.0

1.75 3.5 3.51.5 1.75

12.0

1.75 3.5 3.51.5 1.75

12.0

【土工部】 【橋梁部】

【トンネル部】

（単位:m）
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浦
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串本太地道路 18.4ｋｍ

串本ＩＣ
（仮称）

古座川ＩＣ
（仮称）

太地ＩＣ
（仮称）

すさみ串本道路 那智勝浦新宮道路

異常気象時通行規制区間 3.1㎞
連続雨量250mmで通行止

越波多発区間

串本町

古座川町

那智勝浦町

太地町

(

終)

和
歌
山
県
東
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婁
郡
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本
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鬮
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川

わ
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し
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宮
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至
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ま

や

た
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の

①

古座川IC
(仮称)

②

太地IC
(仮称)

標準断面図

串本太地道路は、一般国道42号の和歌山県東牟婁郡那智勝浦町八尺鏡野～同郡串本町鬮野

川間を結ぶ延長18.4kmの自動車専用道路で、異常気象時通行規制区間の解消、津波や越波な

どによる、防災・災害時の代替路確保を主な目的としています。

平成30年度に事業化し、令和5年度は地質調査、環境調査、水文調査、道路設計、橋梁設計、

トンネル設計、用地調査、用地買収、改良工事を推進します。

ひがし む ろ くし もと ちょうな ち かつ うら ちょうくし もと たい じ や た が の くじ の

かわ
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３）新宮道路

標準断面図

至

熊
野
市

至

和
歌
山
市

新宮中央IC
(仮称)

新宮道路は、一般国道42号の和歌山県新宮市あけぼの～同市三輪崎間を結ぶ延長4.8kmの

自動車専用道路で、新宮市街における交通混雑の緩和、災害時の代替機能の確保を主な目的

としています。

平成31年度に事業化し、令和5年度は環境調査、道路設計、橋梁設計、トンネル設計、

用地調査、用地買収を推進します。

み わ さきしん ぐう

しん ぐう

しん ぐう

新宮道路 4.8km

(

終)

和
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県
新
宮
市
三
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ま

し
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う

至
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市
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(
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歌
山
県
新
宮
市
あ
け
ぼ
の

わ

か
や
ま

し
ん
ぐ
う

み

わ
さ
き

新宮紀宝道路那智勝浦新宮道路

新宮北ＩＣ
（仮称）

新宮中央ＩＣ
（仮称）

新宮ＩＣ
（仮称）
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４）新宮紀宝道路（令和６年秋全線開通予定）

至
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市

至
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市

新宮紀宝道路 2.4km
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0.8km

至
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熊
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標準断面図

【土工部】 【橋梁部】

新宮北IC
(仮称)

紀宝南IC
(仮称)

紀宝IC
(仮称)

く
ま

の

わ

か
や
ま

三重県和歌山県

新宮北ＩＣ
（仮称）

紀宝南ＩＣ
（仮称）

紀宝ＩＣ
（仮称）

写真

和歌山県

新宮市

新宮道路 紀宝熊野道路

新宮紀宝道路は、一般国道42号の三重県南牟婁郡紀宝町神内～和歌山県新宮市あけぼの間

を結ぶ延長2.4kmの自動車専用道路で、新宮市街及び一般国道42号熊野大橋、新熊野大橋にお

ける交通混雑の緩和、災害時の代替機能の確保を主な目的としています。

平成25年度に事業化し、令和5年度は埋蔵文化財調査、道路設計、公共移設補償、改良工事、

橋梁上部工事、道路設備工事、舗装工事を推進します。

みなみ む ろ き ほう ちょう こうのうち しん ぐう

しん ぐう しん くま の おお はしくま の おお はし

しん ぐう き ほう

令和６年秋全線開通予定
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５）田辺西バイパス（令和４年３月全線開通）

標準断面図

【土工部】

①白馬交差点付近 ②芳養ランプ交差点付近 （芳養高架橋）

【橋梁部】

（単位:m）

※一部区間完成４車開通済
（単位:m）

※一部区間完成４車開通済

23.5～25.0
0.75
～
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市

田辺西バイパス 3.8km

平成26年3月開通
1.6km (2/4)

平成19年11月開通
0.6km (4/4)
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令和４年３月全線開通

田辺インター入口

芳養ランプ 稲成ランプ

白馬

田辺西バイパスは、一般国道42号の和歌山県田辺市稲成町～同市芳養町大屋を結ぶ延長3.8kmの道

路で、田辺市街の交通混雑解消を主な目的としています。

平成9年度に事業化し、平成19年11月の阪和自動車道みなべIC～南紀田辺ICの開通にあわせて、

稲成ランプ交差点～田辺インター入口交差点間の延長0.6kmを完成4車線で先行開通、平成26年3月に

田辺インター入口交差点～芳養ランプ交差点間の延長1.6kmを暫定2車線で開通、令和4年3月に芳養

ランプ交差点～白馬交差点間の延長1.6kmを暫定2車線で開通したことで全線開通しました。

は や

い なり ちょう は や ちょう おお やた なべ た なべ

た なべ

い な り

なん き た なべ

た なべ

た なべ は や

は く ま い
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【土工部】 【橋梁部】 【トンネル部】

標準断面図

（単位:m） （単位:m）（単位:m）

６）奥瀞道路（Ⅲ期）

(

終)

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
北
山
村
小
松

わ

か

や
ま

き
た
や
ま
む
ら

こ

ま
つ

ひ
が
し

む

ろ

至

熊
野
市

①

②

(

起)
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
北
山
村
下
尾
井

き
た
や
ま
む
ら
し
も

お

い

ひ
が
し

む

ろ

三重県 和歌山県

奥瀞道路(Ⅲ期) 3.4km

至

新
宮
市

和歌山県

(和歌山県 0.8km 三重県 2.6km)

奥瀞道路

0.2km 2.6km 0.6km
し
ん
ぐ
う

く
ま

の

(小森)

①小松地区付近 ②小松地区付近

奥瀞道路(Ⅲ期)は、一般国道169号の和歌山県東牟婁郡北山村下尾井～同村小松間を結ぶ

延長3.4kmの道路で、一般国道169号の異常気象時通行規制区間及び、幅員狭小、線形不良区

間を解消し、災害に強いネットワークを形成、孤立集落の解消を主な目的としています。

平成28年度に新規事業化し、令和5年度は道路設計、改良工事、橋梁下部工事、トンネル

工事を推進します。

こ まつひがし む ろ きた やま むら しも お いおく どろ

わ

か

や
ま
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Ⅳ．道路管理

道路区域の決定・変更や道路敷地の境界明示を通して、道路敷地の適正な管理を行っています。

なお当事務所が管理している国道の境界明示などに係る申請は、道路管理課又は各出張所で

受け付けています。

（１）暮らしを守る道路管理

１）道路敷地の管理

道路関係では、降雨時に地下歩道内に流入する雨水や地下湧水を排水するための道路排水設

備、トンネル火災時の消火活動を行うための消火設備を設置、維持管理を行っています。

また、災害等発生時に迅速な対処を行うため、道路パトロールカー、照明車、排水ポンプ車

など、各種特種車両を保有しています。

２）機械の管理

電気、通信、ガス、上水道などライフラインや看板（突き出し

看板）などの、道路に一定の工作物又は施設を設ける場合は許可

が必要です。そのような道路占用に対する許認可事務を行ってい

ます。

【不法占用物件の是正指導】

占用許可を受けずに設けられている物件を調査し是正の指導を

行っています。

３）道路に関する許認可事務

① 道路の占用許可

道路管理者以外の人が、車の出入りや造成のための法面の埋め立て等、自らの目的のため工

事を行うには、道路管理者から「道路工事施工承認書」を受けなければなりません。

そのような「請願工事」に係る許認可事務を行っています。

② 請願工事の承認
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４）維持作業

パトロール、点検を通じて確認したデータを蓄積すると共に、道路に異常があれば迅速に補

修等の対応を行い、日々の交通安全の確保に努め、構造物、道路附属物の損傷、老朽化などの

機能低下に対処します。

側溝清掃 街路樹維持

路面の排水施設の清掃、街路樹の剪定、法面の除草などにより、道路交通の安全確保、道路

環境の安全、快適性を保ちます。

５）清掃・植栽管理

除雪作業や凍結防止剤散布により、冬期の道路交通を確保します。

６）雪氷対策

除雪作業 凍結防止剤散布作業

路面補修 越波後の路面清掃

18



（２）道路構造物の老朽化対策

橋梁・トンネル等の５年に１度の近接目視による定期点検を着実に推進するとともに、

点検結果に基づいた措置を計画的に実施します。

また、体制・技術面で課題のある地方公共団体に対して、支援を実施します。

【令和５年度の主な点検箇所】

見老津高架橋（西牟婁郡すさみ町） 田鶴高架橋（田辺市） 新切目橋（日高郡印南町）
た づ

１）橋梁点検

管内においては、令和４年度末時点で３５６橋（橋長2ｍ以上）の橋梁があり、点検は道路

利用者や第三者への被害の回避、橋など長期にわたる機能不全の回避など、橋梁に係る維持管

理を適切に行うために実施しています。

ために必要

２）トンネル点検

近接目視点検 画像計測技術の活用
（手押し型全面画像撮影）

み ろ づ し ん き り め

管内には６０箇所のトンネルがあり、点検は利用者への被害の回避、通行止めなど長期にわ

たる機能不全の回避などのトンネルに係る維持管理を適切に行うために実施しています。

【令和５年度の主な点検箇所】

新湯川トンネル（東牟婁郡那智勝浦町） 田並トンネル（東牟婁郡串本町）

海蔵寺トンネル （西牟婁郡白浜町）
か い ぞ う じ

た なみし ん ゆ か わ
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４）道路メンテナンス会議

地方公共団体の三つの課題（人不足、技術力不足、予算不足）により、点検が進まない、

点検結果の妥当性が確認できない、適切な修繕が実施できない等に対して、『道路メンテナン

ス会議』を設置し、和歌山県と連携して、支援方策を検討するとともに、それらを活用・調整

を実施しています。

また、道路メンテナンスに関する技術力向上を目的とした、道路橋維持管理に関する研修会

や橋梁補修工事の現地見学会などを開催しています。

【令和５年度の主な工事箇所】

港橋（東牟婁郡那智勝浦町）

耐震補強工事（落橋防止システム） 耐震補強工事（変位制限装置・縁端拡幅）

みなと

橋梁点検により確認された補修が必要な橋梁について、順次補修を行っています。

また、南海トラフ地震の発生が懸念されている状況がある中で、重大な損傷を防止し、緊急輸

送道路としての機能を確保するため、橋梁の耐震補強工事を実施しています。

３）橋梁の補修・耐震工事

令和４年度第１回和歌山県道路メンテナンス会議 橋梁補修工事講習会（自治体支援）
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エネルギー消費量の抑制、電気料金の低減のため、道路照明灯のLED化を進めています。

平成25年度までで、御坊市から田辺市までの国道42号においては完了しており、現在は田辺

市以南の国道42号において、LED化完了目指して整備を進めています。令和４年度末現在で

1,976灯中1,064灯LED化完了（５３．８％）してます。

５）道路照明灯

トンネル照明設備についても、設置年度の古いトンネ

ルから順次LED化を実施しています。Ｒ４年度末で６０ト

ンネル中５１トンネルＬＥＤ化完了（８５．０％）して

ます。

令和５年度は逢坂山トンネル(272m)、田並トンネル

(276m)、新小狗子トンネル(170m)、大狗子トンネル

(283m)でLED化を行います。

６）トンネル照明設備

トンネル内での事故発生時に初期対応が出来るよう、

警察・消防・管理事務所に通報する非常電話機や、ト

ンネル坑口での警報表示・サイレン吹鳴・管理事務所

への警報発報を行う押釦発信機などがあります。

７）トンネル非常用設備

道路災害、工事情報等各種の道路情報を道路利用者

へ提供するための設備ですが、老朽化が進んだ設備は

表示輝度が低下し、ドライバーの判読に支障をきたす

恐れがあるため、順次更新を実施しています。

８）道路情報表示装置
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（３）道路の防災・震災対策

南海トラフ地震に伴う津波浸水による大規模な道路災害を想定した対策を進めています。

また、南海トラフ地震対応のＣＣＴＶ設備の新設や既設のＣＣＴＶの停電対策にも取り組

んでいます。

紀勢自動車道と一般国道４２号並びにそれらに接続する和歌山県管理の一般国道、県道及び

市町村道その他の道路の地震災害に対し、関係行政機関及び関係業団体等の連携・協力により、

道路啓開を強力かつ着実に推進することを目的に、道路法第２８条の２に基づき協議会を設置

し、対策を協議しています。

１）南海トラフ地震に伴う津波浸水に関する「和歌山県道路啓開協議会」

すさみ防災基地は、紀勢自動車道すさみＩＣに隣接

して南海トラフ地震やその他大規模災害時に全国から

招集されるTEC-FORCEの 前線基地等として情報収集・

道路啓開等の活動を行う施設です。

２）すさみ防災基地

災害等が発生した場合に相互に協力して被害の拡大の防止と早期復旧を目的に紀南河川国道

事務所管内の５関係業団体と災害時における災害応急対策業務に関する協定を締結しています。

また、日高建設業協同組合、紀南建設業協同組合、串本地区土木協同組合、新宮地方建設業

協同組合とは定期的に災害時の対策に関して連絡会を開催しています。

３）協力業者との災害協定

すさみ防災基地にて、「和歌山県津波災害対応実践訓練」のひとつとして、建設業協同組合

等関係機関と連携して訓練を実施しています。

訓練内容として、橋梁の緊急復旧、放置車両の移動等を行っています。訓練を積み重ねて、

緊急時に備えています。

４）道路啓開訓練

５）資材の配備

津波による流出の恐れのある橋梁の緊急復旧資材として、コルゲート管・敷板などの資材を

調達し、それぞれの箇所に配備しています。

また、すさみ防災基地には「緊急仮設橋」の部材を配備しています。
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道路状況の迅速な把握、監視を行うための設備であり、

近年ますます重要視されてきています。

越波、冠水区間等重要箇所の監視強化のため、非常用

電源の設置も行っています。

将来予想される、南海トラフ地震等の大規模災害時に

おいても映像を送り続けられるよう、非常用電源や無線

伝送装置の整備、高台への設置を行っている設備もあり

ます。

６）CCTV設備

７）道の駅

Wi-Fiスポット

くちくまの

イノブータンランド・すさみ

すさみ

なち

くしもと橋杭岩

たいじ

★ Wi-Fiスポット整備箇所

志原海岸

道の駅に立ち寄った道路利用者が気軽に各種情報を得られるように、Wi-Fiフリースポット

の整備を７箇所の道の駅において実施しています。また、情報提供の充実を図るため、大型

モニターによるCCTV映像、観光情報等の情報表示を行っています。

さらに「道の駅すさみ」は、南海トラフ地震等の大規模な災害発生時、近隣住民、道路利

用者等が避難するための機能、道路啓開活動拠点の機能、救援物資の供給拠点の機能を有し、

すさみ町地域防災計画に位置づけられた道の駅となっています。また、「道の駅すさみ」は、

令和３年６月に広域的な防災拠点としての役割を果たすため、防災施設の整備等の重点支援

対象となる「防災道の駅」に選定されました。

道の駅すさみ
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【国道42号交通安全対策】

Ⅴ．交通安全対策事業

国土交通省では、事業の透明化・効率化を一層高めるため、交通事故対策において、データ

や地域の声に基づいた「事故ゼロプラン」の取り組みを進めています。

「事故ゼロプラン」は、県内で事故が多発する直轄国道を対象に、事故の危険性の高い区間

を選定し、重点的に対策を進めていくものです。

和歌山県内では、紀南河川国道事務所と和歌山河川国道事務所が管理する国道から、「事故

ゼロプラン（和歌山県）」として事故の危険性の高い区間（事故危険区間）を選定しました。

今後は、これらの区間に対して優先的に集中的に対策を実施していくことで、効率的に交通

事故を減少させていくことを目指します。

（１）事故ゼロプラン

（２）交通事故重点対策事業・交通安全施設等整備事業（一種）

交通の安全を確保する必要がある小区間について、歩道の整備若しくは交差点改良等に関す

る事業を実施します。

・宇久井
う ぐ い

地区歩道整備事業 0.4km （和歌山県東牟婁
ひ が しむ ろ

郡那智勝浦町
なちかつうらちょう

宇久
う ぐ

井
い

） 

・浜ノ宮
は ま のみ や

地区歩道整備事業 0.4km （和歌山県東牟婁
ひ が しむ ろ

郡那智勝浦町
なちかつうらちょう

浜ノ宮
は ま のみ や

） 

・袋
ふくろ

地区歩道整備事業  1.8km （和歌山県東牟婁
ひ が しむ ろ

郡串本町
くしもとちょう

袋
ふくろ

） 

・朝来
あ っ そ

地区歩道整備事業  0.5km （和歌山県西牟婁
に し む ろ

郡上富田町
かみとんだちょう

朝来
あ っ そ

） 

・名田
な だ

地区歩道整備事業  3.4km （和歌山県御坊
ご ぼ う

市名田町
な だ ちょ う

） 

・丸山
まるやま

地区歩道整備事業  0.6km （和歌山県御坊
ご ぼ う

市丸山
まるやま

） 

・佐野
さ の

・宇久井
う ぐ い

地区歩道整備事業 0.9km （和歌山県新宮
しんぐう

市佐野
さ の

 

～東牟婁
ひ が しむ ろ

郡那智勝浦町
なちかつうらちょう

宇久井
う ぐ い

) 

・田
た

並
なみ

地区自転車通行空間整備事業 1.6km （和歌山県東牟婁
ひ が しむ ろ

郡串本町
くしもとちょう

田
た

並
なみ

） 

・東岩代地区歩道整備事業(新規事業)0.15km （和歌山県日高郡
ひ だ かぐ ん

みなべ町山内
やまうち

～ 

和歌山県日高郡
ひ だ かぐ ん

みなべ町東岩代
ひがしいわしろ

） 

１）令和５年度実施事業
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御坊市丸山地内の国道４２号は、湯川小学校の

通学路に指定されています。しかし、歩道が不連

続で歩行者の安全が確保されておらず、危険な状

態となってます。歩道整備を行い、安全な歩行空

間を確保するために事業を推進しています。

令和５年度には、調査設計、公共移設補償、工

事を行います。

至 和歌山市

至 田辺市

【設置前】

安全で快適な歩行空間を確保するために、歩道未整備箇所等の歩道整備を行います。

２）歩道の整備

交通事故の削減、交通安全の確保、的確な道路情報の提供を目的として、道路標識、防護柵、

区画線、ワイヤーロープ設置、簡易パーキングに関する事業を実施します。

（３）交通事故重点対策事業・交通安全施設等整備事業（二種）

交通事故の多発する交差点において、事故の削減を目的として交差点改良を行います。

３）交差点改良

【歩道の整備事例（国道42号 御坊市丸山地区歩道整備事業】

【整備事例（紀勢自動車道 ワイヤーロープ設置】

国土交通省では、重大事故につながりやすい暫定二車線区間での高速道路の正面衝突事故の

緊急対策として、ワイヤーロープの設置を進めています。

近畿自動車道紀勢線 南紀田辺IC～すさみ南IC間の正面衝突事故防止のため、ワイヤーロー

プを設置します。

令和５年度は工事を行います。

【設置後】
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Ⅵ．改築道路事業におけるDX推進の取り組み

各道路事業の段階にあわせ、奥瀞道路(Ⅲ期)ではトンネル工事におけるデジタル技術を活用した現

場施工を進め、串本太地道路・新宮道路では設計段階におけるBIM/CIM活用を進めます。また、すさ

み串本道路では、国総研DXデータセンターを活用した受注者とのBIM/CIMデータ連携を進めます。

（１）デジタル技術を活用した現場施工（奥瀞道路）

ドリルジャンボの削孔エネルギーを解析し 切羽前方の岩

の硬さ等をイメージ図化することにより、トンネル工事の進

捗管理・安全性向上を目指していきます。

山岳部において通信技術（低軌道衛星の活用）を向上させ、高解像度切羽LIVE配信による遠隔岩

判定の試行を進めることで、省人化・時間短縮を目指します。

（２）設計業務におけるBIM/CIM活用（串本太地道路・新宮道路）

設計業務の打合せでは、検討内容の打合せや関係機関協議にお

いて「BIM/CIM」を用いながら打合せを行い、さらに現地踏査時に

おけるMR活用など「BIM/CIM」を活用した業務の推進を図ります。

（３）国総研DXデータセンター実証実験への取り組み（すさみ串本道路）

BIM/CIM等の3次元データを一元的に保管し、ICT施工時の3次元起工データなど受発注者が活用

していくためのシステムとして、国総研が進めるDXデータセンター活用に向けた実証実験を進め

て行きます。
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坑内PC
（100m間隔にwifiのAP設置）

削孔データ(エネルギー等)送信

エネルギー図

コンター図
Y Z Sx Sy Sz Ex Ey Ez X_orica_m Y_orica_m Z_orica_m Toe X_orica_m Toe Y_orica_m Toe Z_orica_m

1 1 中① -2980 -1412 -158.77 1.53 3400 1900 -256 2023/04/07 19:32:11 2023/04/07 19:34:05 503 -1719 -2887 -1138 1644 -3069 -1607 1950 -2.887 0.812 1.719 -3.069 0.343 -1.644 1 2270 1:通常
2 1 左① -5249 -669 -109.62 1.39 3400 1900 318 2023/04/07 19:32:14 2023/04/07 19:34:19 459 -1151 -5101 -593 2218 -5533 -747 1950 -5.101 1.357 1.151 -5.533 1.203 -2.218 1 325 1:通常
3 30 右① 3963 -595 91.88 1.29 629 1900 -2949 2023/04/07 19:32:30 2023/04/07 19:32:36 158 -1658 3532 -548 -1049 3690 -553 1950 3.532 1.402 1.658 3.69 1.397 1.049 1 8670 1:通常
4 30 右① 3831 -590 91.75 1.09 3400 1900 -138 2023/04/07 19:32:38 2023/04/07 19:35:18 763 -1551 3473 -548 1762 4236 -571 1950 3.473 1.402 1.551 4.236 1.379 -1.762 1 8671 1:通常
5 1 中① -1783 -1515 -169.83 1.45 3400 1900 -10 2023/04/07 19:34:40 2023/04/07 19:36:40 494 -1474 -1745 -1273 1890 -1832 -1759 1950 -1.745 0.677 1.474 -1.832 0.191 -1.89 1 2271 1:通常
6 1 左① -5233 -1410 -121.1 1.23 3400 1900 241 2023/04/07 19:34:58 2023/04/07 19:37:20 595 -1207 -5050 -1275 2141 -5559 -1582 1950 -5.05 0.675 1.207 -5.559 0.368 -2.141 1 326 1:通常
7 30 右① 3958 -1418 112.76 1.11 3400 1900 -504 2023/04/07 19:36:05 2023/04/07 19:38:42 865 -1892 3499 -1188 1396 4297 -1523 1950 3.499 0.762 1.892 4.297 0.427 -1.396 1 8672 1:通常
8 1 中① -622 -1582 -171.17 1.49 3400 1900 66 2023/04/07 19:37:09 2023/04/07 19:39:06 592 -1382 -584 -1313 1966 -675 -1898 1950 -0.584 0.637 1.382 -0.675 0.052 -1.966 1 2272 1:通常
9 1 左① -4665 -1146 -127.49 1.27 3400 1900 406 2023/04/07 19:37:43 2023/04/07 19:40:00 315 -1079 -4585 -1063 2306 -4835 -1255 1950 -4.585 0.887 1.079 -4.835 0.695 -2.306 1 327 1:通常

10 30 右① 3267 -930 132 1.17 3400 1900 -111 2023/04/07 19:39:03 2023/04/07 19:41:32 246 -1602 3180 -820 1789 3363 -985 1950 3.18 1.13 1.602 3.363 0.965 -1.789 1 8673 1:通常
11 30 中① 485 -1529 168.17 1.41 3400 1900 152 2023/04/07 19:39:36 2023/04/07 19:41:39 353 -1330 456 -1366 2052 528 -1712 1950 0.456 0.584 1.33 0.528 0.238 -2.052 1 2273 1:通常
12 1 左① -4010 -1796 -148.95 1.30 3400 1900 271 2023/04/07 19:40:35 2023/04/07 19:42:49 514 -1190 -3916 -1616 2171 -4181 -2056 1950 -3.916 0.334 1.19 -4.181 -0.106 -2.171 1 329 1:通常
13 30 右① 2846 -1560 135.47 2.31 770 1900 -2833 2023/04/07 19:42:00 2023/04/07 19:42:07 97 -1697 2695 -1372 -933 2763 -1441 1950 2.695 0.578 1.697 2.763 0.509 0.933 1 8674 1:通常
14 30 右① 2861 -1579 136.48 0.60 3400 1900 -364 2023/04/07 19:42:09 2023/04/07 19:46:59 481 -1830 2681 -1353 1536 3012 -1702 1950 2.681 0.597 1.83 3.012 0.248 -1.536 1 8675 1:通常
15 30 中① 1918 -1317 148.08 1.35 3400 1900 156 2023/04/07 19:42:31 2023/04/07 19:44:40 439 -1316 1828 -1146 2056 2060 -1519 1950 1.828 0.804 1.316 2.06 0.431 -2.056 1 2274 1:通常
16 1 左① -2658 -2352 -170.44 1.37 3400 1900 -577 2023/04/07 19:43:36 2023/04/07 19:45:43 744 -1995 -2584 -1871 1323 -2708 -2605 1950 -2.584 0.079 1.995 -2.708 -0.655 -1.323 1 330 1:通常
17 30 中① 1540 -2428 157.94 1.30 3400 1900 -282 2023/04/07 19:45:21 2023/04/07 19:47:35 907 -1659 1367 -1969 1618 1708 -2810 1950 1.367 -0.019 1.659 1.708 -0.86 -1.618 1 2275 1:通常
18 1 左① -2545 -3140 -163.6 0.19 3400 1900 -1379 2023/04/07 19:47:12 2023/04/07 20:02:34 1302 -2620 -2238 -2046 521 -2606 -3295 1950 -2.238 -0.096 2.62 -2.606 -1.345 -0.521 1 332 1:通常
19 30 中① 57 -2552 173.67 2.22 648 1900 -2952 2023/04/07 20:01:51 2023/04/07 20:01:55 171 -1677 6 -2063 -1052 25 -2233 1950 0.006 -0.113 1.677 0.025 -0.283 1.052 1 2276 1:通常
20 30 中① 41 -2524 174.32 1.36 3400 1900 -280 2023/04/07 20:01:59 2023/04/07 20:04:07 876 -1665 -3 -2050 1620 84 -2922 1950 -0.003 -0.1 1.665 0.084 -0.972 -1.62 1 2277 1:通常
21 1 左① -3662 -2422 -158.83 1.23 3400 1900 -411 2023/04/07 20:03:39 2023/04/07 20:06:00 995 -1762 -3467 -1884 1489 -3826 -2812 1950 -3.467 0.066 1.762 -3.826 -0.862 -1.489 1 334 1:通常
22 30 中① 1420 -2483 159.73 1.35 3400 1900 -412 2023/04/07 20:04:38 2023/04/07 20:06:47 941 -1779 1242 -1967 1488 1568 -2850 1950 1.242 -0.017 1.779 1.568 -0.9 -1.488 1 2278 1:通常
23 1 左① -4383 -2219 -152.86 1.17 3400 1900 23 2023/04/07 20:07:02 2023/04/07 20:09:31 931 -1347 -4208 -1851 1923 -4633 -2679 1950 -4.208 0.099 1.347 -4.633 -0.729 -1.923 1 336 1:通常
24 30 中① 2381 -1853 143.16 1.33 3400 1900 -373 2023/04/07 20:07:24 2023/04/07 20:09:35 784 -1781 2129 -1480 1527 2599 -2107 1950 2.129 0.47 1.781 2.599 -0.157 -1.527 1 2280 1:通常
25 30 中① 2910 -2239 138.5 1.37 3400 1900 -556 2023/04/07 20:10:01 2023/04/07 20:12:08 876 -1941 2567 -1813 1344 3147 -2469 1950 2.567 0.137 1.941 3.147 -0.519 -1.344 1 2281 1:通常
26 1 左① -4705 -1757 -146.86 1.17 3400 1900 311 2023/04/07 20:10:11 2023/04/07 20:12:40 653 -1126 -4584 -1550 2211 -4941 -2097 1950 -4.584 0.4 1.126 -4.941 -0.147 -2.211 1 337 1:通常
27 1 左① -5007 -2194 -147.65 1.19 3400 1900 71 2023/04/07 20:13:15 2023/04/07 20:15:41 832 -1326 -4828 -1885 1971 -5273 -2588 1950 -4.828 0.065 1.326 -5.273 -0.638 -1.971 1 338 1:通常
28 1 中① -1367 -2608 -162.83 1.36 3400 1900 -319 2023/04/07 20:13:30 2023/04/07 20:15:38 832 -1716 -1239 -2160 1581 -1485 -2955 1950 -1.239 -0.21 1.716 -1.485 -1.005 -1.581 1 2282 1:通常
29 30 中① 3251 -1768 146.76 1.38 3400 1900 -293 2023/04/07 20:18:26 2023/04/07 20:20:32 501 -1756 3108 -1514 1607 3383 -1933 1950 3.108 0.436 1.756 3.383 0.017 -1.607 1 2283 1:通常
30 30 中① 3623 -2089 140.78 1.20 3400 1900 -533 2023/04/07 20:20:51 2023/04/07 20:23:16 470 -2000 3447 -1833 1367 3744 -2197 1950 3.447 0.117 2 3.744 -0.247 -1.367 1 2284 1:通常
31 30 中① 2897 -2303 163.75 0.93 978 1900 -2598 2023/04/07 20:24:07 2023/04/07 20:24:38 209 -1653 2795 -1922 -698 2853 -2123 1950 2.795 0.028 1.653 2.853 -0.173 0.698 1 2287 1:通常
32 4 左① -1439 498 90.92 6.00 600 1900 -1817 2023/04/07 20:32:02 2023/04/07 20:32:03 328 -419 -1713 511 83 -1385 506 1950 -1.713 2.461 0.419 -1.385 2.456 -0.083 1 339 1:通常
33 3 左① -1694 379 95.96 1.05 2542 1900 -82 2023/04/07 20:32:19 2023/04/07 20:34:16 1339 -343 -1906 408 1818 -574 269 1950 -1.906 2.358 0.343 -0.574 2.219 -1.818 1 340 1:通常
34 1 中① -766 3 134.06 1.48 2029 1900 -1185 2023/04/07 20:32:39 2023/04/07 20:33:41 258 -1298 -885 144 715 -700 -35 1950 -0.885 2.094 1.298 -0.7 1.915 -0.715 1 2288 1:通常
35 26 右① 1022 433 -88.46 0.91 2574 1900 -598 2023/04/07 20:33:11 2023/04/07 20:35:28 1299 -920 1560 437 1302 261 472 1950 1.56 2.387 0.92 0.261 2.422 -1.302 1 8676 1:通常
36 30 中① 564 -109 163.01 1.59 2034 1900 -1253 2023/04/07 20:34:10 2023/04/07 20:35:08 249 -1372 514 81 647 587 -157 1950 0.514 2.031 1.372 0.587 1.793 -0.647 1 2289 1:通常
37 7 左① -1666 1460 86.83 1.16 2525 1900 3 2023/04/07 20:34:47 2023/04/07 20:36:32 1342 -236 -1814 1456 1903 -474 1530 1950 -1.814 3.406 0.236 -0.474 3.48 -1.903 1 341 1:通常
38 20 右① 1082 1540 -82.05 0.92 2539 1900 -470 2023/04/07 20:36:01 2023/04/07 20:38:14 1292 -756 1524 1494 1430 244 1673 1950 1.524 3.444 0.756 0.244 3.623 -1.43 1 8677 1:通常
39 13 中① -49 1029 133.86 1.38 2021 1900 -784 2023/04/07 20:36:09 2023/04/07 20:37:15 122 -901 -89 1085 1116 -1 1000 1950 -0.089 3.035 0.901 -0.001 2.95 -1.116 1 2290 1:通常
40 9 左① -1665 2690 87.04 1.19 2505 1900 144 2023/04/07 20:37:10 2023/04/07 20:38:51 1122 -196 -1763 2689 2044 -642 2747 1950 -1.763 4.639 0.196 -0.642 4.697 -2.044 1 342 1:通常
41 13 中① -66 2159 126.23 1.37 2396 1900 170 2023/04/07 20:37:45 2023/04/07 20:39:08 91 -324 -76 2173 2070 -3 2119 1950 -0.076 4.123 0.324 -0.003 4.069 -2.07 1 2291 1:通常
42 17 右① 1149 2759 -83.01 0.98 2626 1900 -188 2023/04/07 20:38:43 2023/04/07 20:40:53 1174 -637 1465 2733 1712 300 2876 1950 1.465 4.683 0.637 0.3 4.826 -1.712 1 8679 1:通常
43 11 左① -1503 3695 81.63 1.11 2421 1900 71 2023/04/07 20:39:16 2023/04/07 20:41:00 851 -296 -1613 3685 1971 -771 3809 1950 -1.613 5.635 0.296 -0.771 5.759 -1.971 1 343 1:通常
44 13 中① -46 3410 21 76 1 66 2192 1900 -297 2023/04/07 20:39:38 2023/04/07 20:40:39 130 -585 -58 3389 1603 -10 3510 1950 -0 058 5 339 0 585 -0 01 5 46 -1 603 1 2292 1:通常
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Ⅶ．紀南河川国道事務所におけるMX推進の取り組み（社会実験）

（１）R4年度の取り組み

太地町では、高齢者の安全で安心な生活の質を確保することを目的に、自動運転車を活用した移動

サービスの実証・実装が計画されており、紀南河川国道事務所は技術的支援を行いました。

太地町中心街の約3.2kmの区間で、自動運転車両（5人乗り）を使用した「自動運転レベル2」での

試験走行を実施し、高齢者が必要とするルートや拠点の諸元等を検証しました。

令和4年度は、8,9月に実証実験（7月29日 自動運転走行出発式）を行い、1日9便体制で延べ494人

が利用しました。

11月からは、車両を1台追加し2台体制として、実装を行っています。

太地町では、令和5年度に自動運転運行エリアの拡大に向けた検討が予定されており、紀南河川

国道事務所は引き続き支援を行う予定です。

新たに自動運転等の社会実験が検討されている自治体に対して、紀南河川国道事務所は支援を

行う予定です。

（２）R5年度の取り組み予定

自動運転の様子 自動運転の様子

自動運転のルート自動運転走行出発式（R4.7.29）



　　　紀南河川国道事務所 〒６４６－０００３

田辺市中万呂１４２

ＴＥＬ　０７３９（２２）４５６４（代）

http://www.kkr.mlit.go.jp/kinan/

　　　　　串本国道維持出張所 〒６４９－３５１０

東牟婁郡串本町サンゴ台１１０７－８

ＴＥＬ　０７３５（６２）０６３０

　　　　　田辺国道維持出張所 〒６４６－００２４

田辺市学園２４－１７

ＴＥＬ　０７３９（２３）０１９０・０１９１

　　　　　新宮河川国道維持出張所 〒６４７－００５１

新宮市磐盾１－３

ＴＥＬ　０７３５（２２）８１６５

　　　　　紀勢線出張所 〒６４９－２６２１

西牟婁郡すさみ町周参見2947
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